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全国の海岸利用者から年間 

約 2,800,000 個のプラごみが海洋環境へ 
～海岸調査と携帯ビッグデータから解明～ 

つきましては、ぜひ取材くださいますようお願いいたします。 
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このたび、愛媛大学 日向博文教授（大学院理工学研究科・沿岸環境科学研究センター・南

予水産研究センター）の研究グループは、日本全国 770 海岸の海岸利用者から環境に流出す

るプラごみ量を、海岸調査と携帯ビッグデータに基づいて明らかにしました。研究によると、約

280 万個、重さにして 12.5 トンのプラごみが利用者から海岸に流出しており、全体の約 30％

は人気の上位 10 海岸から出ていると推測されました。数ではタバコのフィルターが、重量では

衣類、ビーチマット、おもちゃやペットボトルなどが多くを占めていました。本研究成果は、今後の

海岸発生ごみ削減に資する基礎情報となることが期待されます。なお、本研究では、不法投棄や

イベント時に発生するごみ量は含まれていません。 

本研究の成果は、Marine Pollution Bulletin の 2025 年 1 月号に掲載されます。 
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概要 

本研究では、通常の気象条件下における日中の海水浴場利用者から発生するごみに着目し、日

本の海水浴場における年間ごみ発生量を推計した。その結果、数の上では喫煙と飲食に関連する

ごみが、夏期と秋冬期のいずれにおいても圧倒的に多いことが分かった。 

 

目的 

本研究の目的は、新たな手法を用いて、日本の 4 つの海水浴場で夏と秋冬に海水浴場で調査を

実施し、これらの結果から、日本の 770 の海水浴場で利用者から発生する年間プラスチックごみ

の総量を推計することである。 

 

調査方法 

調査は夏のハイシーズンと秋冬のローシーズンに、日本の 4 つの海水浴場（由比ヶ浜、逗子、白良

浜、双海）で行った。タイムラプスカメラを用いた定期的な写真撮影を実施して、海水浴場利用者

の滞在時間を推定し、海岸上でプラスチックごみを回収して、ごみ発生量原単位を推定した。また、

携帯電話のビッグデータを用いて、国内 770 箇所の海水浴場における利用者の滞在時間を評価

した。以上により、770 海岸から年間に発生するプラスチックごみ量を推定した。ただし、沖合から

の漂着ごみ、不法投棄、夜間やイベント時に発生するごみは対象外である。 

 

調査結果と今後について 

・海岸ごみ発生量原単位は、0.177～1.10g/人・時間、0.064～0.196 個/人・時間であった。 

・日本の 770 の海水浴場から発生するごみの総量は 12.50t/年（280 万個/年）と推定され、

95％信頼区間は 6.54～18.80t/年（170～389 万個/年）であった。 

・人気の上位10海岸（片瀬西浜・鵠沼、由比ガ浜、片瀬東浜、三浦海岸、白良浜、須磨、逗子、静

波、内海、磯の浦）から発生するごみが全国の28%を占める。 

・夏と秋冬の両シーズンで、喫煙と飲食、飲酒行動に関連するごみが圧倒的に多く、海岸ごみ発生

量は、夏は地方の海水浴場よりも都市部のほうが大きかったが、冬では場所による違いは明確で

はなかった。 

・これまで、海水浴場におけるプラスチックごみのストック（漂着ごみと海岸発生ごみの合計）は過

去の研究で推定されているが、海水浴場利用者が年間に発生させるごみの量や、海岸ごみ発生

量原単位［ｇ/人・時間］または［アイテム/人・時間］は不明であり、海岸ごみ発生量の季節比較も

なかった。 

・本研究は、海岸利用者によるプラスチックごみ発生量の原単位と国レベルでのごみ発生量を推

定した世界で初めての調査結果である。 

・これらの研究結果は、海岸利用者によるごみ発生メカニズムを理解する上で貴重なデータであり、

今後、海岸漂着ごみ管理のための効果的な戦略の開発や効果的な対策の実施に資することが期

待される。 
 



 
 


